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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、Srcホモロジー3ドメイン含有タンパク質のエンドフィリンファミリーのメンバーをコードしています。コードされているタンパク質はエンドサイトーシスに関与し、細胞周期にも関与している可能性があります。この遺伝子の過剰発現は白血病誘発に関与する可能性があり、コードされているタンパク質は骨髄性リンパ性白血病タンパク質の融合パートナーとして急性骨髄性白血病に関与していることが示唆されています。この遺伝子の偽遺伝子は、11番染色体と17番染色体の長腕に位置しています。この遺伝子には、複数のアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写バリアントが観察されています。
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	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	HepG2（1）、A549（2）、HT-29（3）、およびPC-12（4）細胞溶解物に対するSH3GL1マウスmAbを使用したウエスタンブロット解析。

